
　

毛
呂
山
台
防
犯
・
防
災
ネ
ッ
ト 

ワ
ー
ク
は
、
防
犯
・
生
活
手
助
け
班 

と
防
災
班
に
分
け
ら
れ
、
活
動
を
行

っ
て
い
る
。

　

防
犯
・
生
活
手
助
け
班
の
主
な
活

動
の
ひ
と
つ
に
、
定
期
的
な
高
齢
者

世
帯
の
訪
問
が
あ
る
。
「
こ
れ
か
ら

の
自
治
会
活
動
と
し
て
、
特
に
求
め

ら
れ
て
い
る
の
は
、
高
齢
者
の
見
守

り
活
動
で
す
。
見
守
り
活
動
は
、
丁

寧
か
つ
継
続
的
に
行
う
こ
と
が
重
要

だ
と
考
え
ま
す
。
」
と
佐
藤
班
長
は

話
し
て
く
れ
た
。

　

ま
た
、
防
災
班
の
活
動
と
し
て

は
、
消
火
器
や
消
火
栓
の
管
理
、
年

１
回
の
防
災
訓
練
が
あ
る
。
「
平
成

24
年
に
毛
呂
山
台
独
自
の
『
緊
急
災

害
対
策
本
部
活
動
マ
ニ
ュ
ア
ル
』
を

作
成
し
、
昨
年
度
は
、
そ
の
マ
ニ
ュ

ア
ル
に
基
づ
き
「
オ
ー
ル
毛
呂
山

台
」
で
全
住
民
対
象
の
防
災
訓
練
を

行
い
ま
し
た
。
多
く
の
人
の
参
加
が

あ
り
、
大
変
有
意
義
で
あ
っ
た
と
感

じ
て
い
ま
す
。
」
と
吉
田
班
長
は
話

し
て
く
れ
た
。

　

防
犯
・
防
災
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
活
動

の
よ
う
に
毛
呂
山
台
の
自
治
会
活
動

の
特
徴
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
多
く
の

人
が
自
主
的
に
自
治
会
活
動
に
参
加

が
で
き
る
仕
組
み
作
り
が
で
き
て
い

る
と
こ
ろ
に
あ
る
。
そ
の
こ
と
に
対

し
、
長
瀬
会
長
は
「
現
在
、
ど
こ
の

自
治
会
も
そ
の
運
営
に
苦
労
を
し
て

い
る
と
い
え
ま
す
。
自
治
会
は
、
住

民
が
安
心
し
て
暮
ら
す
た
め
の
一
番

基
本
的
な
単
位
で
す
。
今
後
も
暮
ら

し
て
い
く
人
の
た
め
に
、
地
域
力
を

復
活
さ
せ
る
こ
と
が
急
務
だ
と
考
え

ま
す
。
」
と
話
し
て
く
れ
た
。

　

毛
呂
山
台
で
は
、
将
来
を
考
え
自

治
会
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

Ｊ
Ｒ
八
高
線
は
、
毛
呂
山
町
中
央

部
を
南
北
に
縦
断
し
て
い
ま
す
。

　

八
高
線
の
歴
史
は
古
く
、
昭
和
初

期
か
ら
住
民
の
交
通
手
段
、
貨
物
路

線
と
し
て
利
用
さ
れ
、
今
年
で
全
線

開
通
80
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　

開
業
当
初
の
八
高
線
は
、
高
崎
と

八
王
子
を
結
び
、
八
王
子
か
ら
別
路

線
で
、
横
浜
方
面
へ
、
軍
事
物
資
・

群
馬
方
面
で
生
産
さ
れ
た
生
糸
や
絹

な
ど
の
特
産
品
の
ほ
か
、
秩
父
方
面

か
ら
の
セ
メ
ン
ト
を
輸
送
す
る
た
め

の
重
要
な
路
線
で
し
た
。
八
高
線
の

開
通
の
背
景
に
は
、
戦
争
や
災
害 

で
、
首
都
機
能
が
マ
ヒ
し
て
し
ま
っ

た
際
に
、
北
関
東
方
面
か
ら
東
京
を

縦
断
し
、
東
海
道
線
方
面
へ
と
繋つ

な

ぐ

輸
送
ラ
イ
ン
を
確
保
す
る
こ
と
が
必

要
だ
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

当
初
八
高
線
は
、大
正
時
代
（
１
９ 

１
２
～
１
９
２
６
）
に
開
通
す
る
予
定 

育てよう地域の力「自主防災組織」
日ごろの近所付き合いが身を守る!!

毛
呂
山
台
防
犯
・
防
災
ネ
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ト
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ー
ク

　
地
域
力
復
活
の
先
駆
け
と
し
て

毛呂山歴史散歩
第２４４回

毛呂山鉄道物語１

～ＪＲ八高線～

大勢の人が参加して行われた昨年の防災訓練

八高線開通祝アーチ

で
し
た
。し
か
し
、大
正
12
年（
１
９
２
３
） 

に
関
東
大
震
災
が
お
こ
り
、
八
高
線
開

通
の
た
め
の
予
算
を
震
災
復
興
の
予
算

と
し
て
使
っ
た
た
め
、
工
事
は
、
一
時

期
中
断
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
災
害
に

よ
る
苦
難
を
乗
り
越
え
て
、
八
高
線
は
、

昭
和
６
年
（
１
９
３
１
）
に
八
王
子
～

東
飯
能
間
、
昭
和
８
年
（
１
９
３
３
）

に
東
飯
能
～
越
生
間
が
開
通
し
、
あ

わ
せ
て
毛
呂
駅
も
開
業
し
ま
し
た
。
毛

呂
駅
も
開
業
し
て
80
年
が
過
ぎ
ま
し
た

が
、
開
業
当
初
か
ら
、
旅
客
者
の
た
め

だ
け
で
な
く
、
肥
料
や
石
炭
、
セ
メ
ン

ト
な
ど
を
町
内
に
運
ぶ
た
め
に
も
利
用

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
駅
舎
も
、
こ
れ
ま

で
数
回
の
増
改
築
が
行
わ
れ
て
い
ま
す

が
、
開
業
当
初
の
建
物
が
現
在
も
利
用

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

八
高
線
は
、
時
代
の
経
過
と
と
も
に
、

そ
の
役
割
や
沿
線
の
景
観
も
変
わ
り
つ

つ
あ
り
ま
す
が
、こ
れ
か
ら
も
地
域
の
人

を
支
え
続
け
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。
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